
デデキントの生涯(2)*

赤堀庸子 1

序

『デデキントの生涯 (1)』 (191,以下『生涯 (1)』 と略す。)では、ゲツテインゲン大学で

受けた教育、チューリッヒ高等工業学校への赴任 (1858)、 プラウンシュヴァイク高等工業

学校 (以下THと記す)への赴任 (1862)に ついて、背景 (19世紀 ドイツの高等教育制度)

にふれつつ扱った。本稿では、後半生での出来事 (特に大学への就職可能性について)、 プ

ラウンシュヴァイクでの生活 (家族のこと、政治への関わりに関してなど)、 (趣味を超え

て第二の専門分野と称される)音楽のことなどを述べる。

1 大学への就職の可能性,後半生の出来事

リヒャル ト・デデキント (」ulius wilhehn Rlchard Dedekind,1831-1916)の 生涯を追う

際に最も目を引くのは、生地のプラウンシュヴァイクTHでそのほとんどを過ごし、一生

大学 (U」versit乱 )に就職しなかったということであろう。どのような経過でそういうこ

とになったのか。一言でいえば、実はデデキントは自分から (数多くあった)赴任の話を

断っているのである。

こうなった要因のうち最大のものは (イ ルゼ・デデキントが述べているように)家族との

結びつきであろうと思われる。デデキントの家庭は、社会的にも文化的にも大変恵まれて

おり、学者としての生活を送るのに適していた。一方、他の数学者との交流も書簡や直接

訪間を通じて活発に行うことが出来たので、仕事を続けていくことに大きな不足はなかっ

たのであろう。

とはいえ、当時の数学界との関係がどうであったかも気になるところではある。
14〕

の

第 12章 「デデキントと大学」においては、この事情についていくつかの資料が提示され

ているので、それを参考にみていくこととする。 1

1.1  18601手代

『生涯 (1)』 とはやや重なるが、1860年代の出来事について復習、補足しておこう。
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章を読み進むうえで、文献 [81が不可欠であったことをここに記 してお く。



1860年代が、THの講義、編集作業に労力を割いた時期であることは『生涯 (1)』 で述

べた。公刊論文は数本で、THの講義との関連を窺わせるものである。2

編集作業に関していえば、1863年にディリクレ (LeJeune Dirichlet,18051859)の整数

論講義を出版したことについてはすでに『生涯 (1)』 で述べた。

デデキントはガウス全集の編纂についても一部尽力している。1863年 にガウス (Carl

■iedrich Gauss,17771855)の 論文を出版しているのである。(全集の編集をしているのは

シェリング (Ernst Schering,1833-1897)で ある。シェリングはリーマンが正教授になった

ときに員外教授に昇進したのであるが、それは天文部門と兼任のポス トであったようだ。)

この出版との関係もあるのか、1862年にゲッティンゲンアカデミーの通信会員になって

いる。

ただこの作業をする過程で、シェリング シュテルンと折り合いが悪くなったらしい。

(シ ュテルン (MoritZ Stern,18071894)は『生涯 (1)Jで述べたように、微分積分学や整

数論の初歩段階の教育を行つていた人物である。)

リーマン全集編集の経緯についても補足しておく。リーマン (Bernhard Riemann,1826-
1866)が没したのは 1866年であるが、このときにデデキントが遺稿を託された。原稿の

複雑さなどから作業は困難を極め、なかなか進展しなかったため、1872年 には共同編集

者としてクレプシュ (Al■ed Clebsch,1833-1872)が 加わった。共同作業は順調のようで

あつたが、同年 11月 クレプシュが急死してしまった。1874年にHヴェーバー (Heinrich

Weber,18421913)が 協力者となり、最終的には 1876年に全集が出版された。

これがきっかけでHヴェーバーとの交流が始まる。後 (1880-82年 )の『代数関数論』は

有名であるが、ヴェーバー自身の『代数学教科書』においてはデデキントが 1850年代に

ゲッティンゲンで行ったガロア講義の影響がみてとれる。

また、期間は短いがクレプシュとも親しく交流している様子が窺える。クレプシュが長

生きしていたらどうであったかと想像させられる。

1860年代にも大学就職を巡る話はあるが、1870年代の出来事と関係する事柄が大半な

ので、次節に譲ることとする。3

1.2  18704手代

すでに『生涯 (1)』 で述べたように、1870年代はデデキントにとってはまず主要著作 (数

学思想)発表の年代であった。再記すれば、1871年 にはディリクレ整数論講義の第二版

(付録にて代数的整数論の確立、整数論講義のフランス語版 (1876)、 第 3版 (1879)。 加え

て連続性と無理数 (1872)、 リプシッツ (Rudolf Lipshitz,18321903)や カントル (Georg
Cantor,18451918)と の文通の開始、「数とは何か」の草稿執筆 (1872-78)がある。

上記で述べたように、リーマン全集の出版が 1876年 にあった。公刊論文は 4本である。

教育に追われ、また編集に集中した 30代 に蓄えた数学思想が、40代になって一気に花

を開いた形であるといえよう。

さて、ゲッティンゲン大学でのリーマンの後任の状況をみていこう。

2デ
デキント全集に所収の公刊論文は全部で 34本ある。 (著作、編集、およびそれらにちなんだものは除

く。)う ちゲッティンゲン時代のものが 6本、チューリッヒ時代のものが 5本、プラウンシュヴァイクに赴任
して以降の 60年代の公刊論文はない。

31865年 にチューリッヒヘの再任の話が出ているようであるが、デデキントはこれを断っている。



リーマンが没したのは1866年だが、後任が決まるまでには2年かかっている。デュガッ

クは資料として、物理学者 Wヴ ェーバー 4とハノーファーの枢密参事官ヴァルンシュ

テットとの文通をあげている。(141,pp 166 167)そ れによると、まずベルリン大学に打

診をして断られていたらしい。(当時はクンマー (Erllst Kullllller,18101893)と ヴアイ

エルシュトラス (Karl Webrstrass,18151897)が 教授職にあり、クロネッカー (Leopold

Krolllecker,18231891)はアカデミーの会員として講義資格を持っていた。)そ こでヴァル

ンシュテットはクレプシュを推薦したようだ。5こ れに対してヴェーバーは手紙の中で、ク

レプシュの他にノイマン、デデキント、シェリングの名をあげている。 (こ のうちシェリ

ングは、天文部門の兼任ということで、対象からはずれたようだ。)

これに対してヴァルンシュテットは、やはリクレプシュが良いという意見を述べている。

その際「ここでデデキントを採用すると、シェリングやシュテルンを傷つけることになる

から、そのようなことは避けた方がいい」という趣旨のことを述べている。

デデキントとシュテルン、シェリングの折り合いが悪かったことはすでに述べたが、か

なり対立は深刻であったようである。

結局クレプシュが1868年 に後任になったわけであるが、すでに述べたように、彼は 1872

年に急死してしまった。ここで再び後任人事が発生することとなる。このときはデデキン

ト、リプシッツ、フックス (Lazarlls Fuchs,18331902)の 名前が挙がって、1874年 にフッ

クスに決定した。 (デデキントはこの話を断ったらしい。)

ところが、フックスは翌年 1875年に転任してしまい、またもや人事が発生する。この

ときの状況については、友人ヤコプ・ヘンレからデデキントヘの手紙によって窺い知るこ

とが出来る。(141,pp 172 173)そ れによるとフックスが転任した件は、ゲッティンゲン

の方に何かまずいことがあったらしい。そして、人事で再びデデキントに声がかかったよ

うだ。ヤコプ・ヘンレは、是非この話を受け入れるよう強く勧めている。デデキントの家

庭の事情も心得たうえで、大学での研究者としての経歴を再開するべきだと情熱的な文体

で説いている。

だがこの誘いも結局断ってしまったようである。(デデキントの返事はデュガックの資

料にはない。)著作の発表状況を考えると、この機会はデデキントが大学での経歴を再開

する大変良い機会であったと思われる。また、1872-75年にブラウンシュヴァイクの学長

の仕事を務めたことを考慮すると、1875年 という時期はプラウンシュヴァイクを去るのに

適していたともいえるだろう。(最 も、そこまでの名誉職を務めたら、他所へ行くことは

著しく困難になってしまったとも考えられるが。)

ゲッティンゲンの後任は、結局シュヴァルツ (Hermann Amandus Schwarz,18431921)
に決まった。6こ のポストは後に Hヴェーバー、ヒルベルト(David Hilbert,18621943)

)に 引き継がれることになる。 (ち なみにシュテルンが退職したあとのポストを引き継い

だのは、クライン (Fel破 Klein,18491925)であつた。)

4wヴ ェ_バー (Wilhelm weber,18041891)は 、ゲツテインゲンの解剖学者ヤコプ・ヘンレ (」akob
Henle,18091885)と ともに、デデキントの規しい友人であった。年齢はデデキントより20-30年ほど年長
ではあるが。

5当
時クレプシュはギーセン大学にいた。実はクレプシュがギーセンに赴任したときの人事で、デデキント

の名は他の数名とともに挙がっていた。また、クレプシュがギーセンを去る際の後任人事でもデデキントの

名が挙がつていたようであるが、デデキントは断ったらしい。
6シ ュヴァルツは 1892年 までゲッティンゲンにいて、後にベルリン大学に移った。



1.3  18804手代

1880年代には論文が 6本ある。すでに述べたように、1880-82年 にヴェーバーと共者の

『代数関数論』が出版された。また、1870年代に草稿が書かれていた『数とは何か、何で

あるべきか』も、1888年に出版される。

1880年 にはデデキントがドイツ数学界で認められる出来事があった。ベルリンアカデ

ミーの通信会員に選ばれたのである。デュガックは、クロネッカーによる推薦のことばを

紹介している。 (141 pp 73-74,い 1)それによるとまず教育での貢献、編集での業績が認め

られている。最後に整数論での業績が述べられるが、「代数的数に関しては、私の方が先

に思いついたが、デデキント氏の方が先に出版した。Jと述べている。

このいわゆる「先取権問題」について、デデキントははっきり否定の態度をとっている。

1850年代にクロネッカーと交流があったのは確かであるが、デデキントの着想自体がクロ

ネッカーの思想に由来するものであるということはない、という立場であるようだ。この

件については、本稿ではこれ以上立ち入らないでおく。

クロネッカーの発言でもうひとつ目を引くのは、『連続性と無理数』について全く言及

されていないことである。後述するパリアカデミーでも似たような状況があり、受け入れ

られるのに時間を要したことが窺える。

ちなみに、他の数学者がアカデミーに受け入れられた時期は、次のようである。 (‖

p74)

リーマン(1859)、 クロネッカー (1861)、 ハイネ (1863)、 ザイデル (1863)、 クリストフェ

ル (1868)、 クレプシュ(1868)、 リプシッツ (1872)、 シェリング (1875)。

さて大学就職の機会であるが、年齢が 50代 に達しているにもかかわらず、いくらかあっ

たようである。

デュガックはカントルがハレ大学への赴任を勧めている件を紹介している。 (141 pp 126

127 pp 239-248)ハイネ死亡による後任を、カントルが熱心に勧めてきたのである。(カ

ントル自身もハレ大学教授であつた。)書簡のやりとりは1881年 11月 より1882年 1月 に

わたり、結局は高齢の母親を残してプラウンシュヴァイクを去ることは出来ない、と断っ

ている。(事実デデキントの母親は 1882年に亡くなっている。)

興味深いのは、書簡のやりとりの中で、カントルが「クンマー、クロネッカー、ヴァイ

エルシュトラスは、あなたがドイツの大学での経歴を再開するのは有意義なことだと言っ

ている」と述べている部分である。(1881年 12月 31日 )我々は、ベルリン学派とデデキン

トが深刻に対立していたという印象をもってしまうが、良好な関係とはいえないにしろ、

それほど決定的な対立はしていないとみてよいのではないか。

このほか、1885年 にマールブルク大学、ゲッティンゲン大学の人事で名が挙がっている

ようである。



1.4 1890年代以降

1894年 にデデキントはプラウンシュヴァイクTHを退職した。7(後
任はフリッケ (Robert

■i歯,18611930)(全 集の編集者のひとり)である。)ただ、教えること自体は不定期

に続けていたようだ。

著作の生産はこの時期も盛んである。まず 1894年 の『整数諭講義』の第 4版がある。公

刊論文は 13本 (う ち 1890年代が 8本)で、このうち、1891年、1900年に東論が出版さ

れている。60才を過ぎて、新たに「概念の創造」に着手しているわけである。また、フロ

ベニウス (G∞電 ■obenius,18491917)と の文通で、群指標の理論に寄与している。(文

通自体は 1880年代に始まってはいたが、1890年代が主であるといえる。)

1900年には、パリアカデミーの通信会員に、1910年には同アカデミーの外国人会員に

選ばれている。8通信会員のときはジョルダン (Camile」。rdan,18381922)が 、外国人会

員のときにはピカール (Ёrdle PiCard,18561941)が 、推薦のことばを述べている。 (141

pp 194-195)フ ランスではクンマーのことがよく知 られていたためか、両者 ともに整数

論の功績を中心に述べている。『連続性 と無理数』『数とは何か』について言及されている

のはピカールの方だけである。 (最 もジョルダンは、自らの解析学の教科書ではデデキン

トの理論を紹介 しているようである。)

ちなみにデデキント以前に会員になった数学者のリス トは、次のようである。 (141 pp 103-

104)

通信会員 (ド イツ):プ リュッカー (1867)、 クロネッカー (1868)、 ヴァイエルシュトラス

(1868)、 ボルヒャルト(1876)、 フックス (1895)、 シュヴアルツ (1895)、 クライン (1897)、

リプシッツ (1900)。

外国人会員 :ベ ッセル (1840)、 ヤコピ(1846)、 ディリクレ(1854)、 クンマー (1868)、 チェ

ビシェフ (1874)、 ヴァイエルシュトラス (1895)、 ストークス (1900)。

1909年 には兄のアドルフが、1914年には同居していた姉のユーリエが亡くなった。2年

後、第一次大戦の最中の 1916年 2月 12日 に、デデキントは没した。

2 日常生活

以下では主として文献 [71に所収の、イルゼ・デデキント (兄の孫娘)に よる小文を参

考とする。

2.1 プラウンシュヴァイクでの生活

リヒャルト・デデキントがプラウンシュヴァイクにとどまった要因のひとつには、家族

との親密な結びつきがあるといえる。ゲッティンゲン大学は、父や兄が法学を学んだ大学

7実 は文献 国 では、1896年 に退職したとあるが、これはおそらく誤りであろう。これ以外の文献、たと
えば 121,141,151,181の いずれにおいても退職は 1894年 となっており、こちらの方が正しいと判断してよい

だろう。
8日

頭発表時に配布した資料では、通信会員 :1890年、外国人会員 :1900年となっていたが、これは誤り

であった。お詫びし、言r正 しま丸



であった。『生涯 (1)』 で述べたように、父も母方の祖父もコレギウム・カロリヌム (プラ

ウンシュヴァイクTHの前身)で教えていたし、兄はプラウンシュヴァイク地方裁判所の

判事をしていた。 9そのような環境で、彼は母親や長姉と共に暮らしていた。また、兄の

家族とも日々親しく交流し、甥や姪を大変かわいがっていたという。

ブラウンシュヴァイクという都市に目を向けると、同地は決して辺境の地ではない。ブ

ラウンシュヴァイク公の居住地として発展してきた同地は、文化都市としての水準も決し

て低くはなかった。

デデキントは実際、同地の文化的な名誉職を引き受けていた。中等教育会議のスポーク

スマンに加えて、文芸会議の委員長も務めていたのである。彼個人はイギリス文学 (ディ

ケンズ、スコット、シェークスピア)、 ドイツの詩を好んだ。家にはゲーテの初版本があっ

たという。(長姉のユーリエが詩人として晩年に賞を受けたことはすでに述べたが、リヒャ

ル ト自身、あるいは兄のア ドルフも含めて文芸にはある程度の心得があったのだろう。)

デデキント家の所有するハルツプルクの別荘についても一言紹介しておこう。

ハルツプルクは、プラウンシュヴァイクからもゲッティンゲンからもほどよい位置にあ

り、両地の知識人との交流に適しているといえる。 10(長姉ユーリエは、ここでグリム兄

弟と会っているそうである。)11リ ヒャル トは、ここで無理数論、自然数論の序文を書い

た。また、ゲッティンゲン時代にリーマンが体調不良に陥ったときに、この別荘に誘って

いる。 (自 らの書いた伝記では、自分の貢献を伏せている。)カ ントルともここで議論をし

ている。

リヒャル ト・デデキントの人柄についてもイルゼの述べていることをみておこう。イル

ゼは、彼はとにかくまず謙虚であったという。服装は簡素で、自分に厳しく、他者には親切

であった。(デュガックに所収の手紙にみえる知人の発言からもそうしたところは窺える。)

彼のユーモアを示す有名な逸話がある。1890年代のあるとき、数学者年鑑にデデキント

の死亡年月日が掲載された。デデキントは編集部に手紙を書いて、「日付 (月 日)に つい

ては将来たまたま一致することがありうるかもしれません。しかし、日記によりますと私

はその日は全く健康で、ハルツプルクの別荘でカントルと議論して過ごしておりました。

もっとも、私の数学上の誤りが見つかって死にそうな思いをしましたが。Jと いったこと

を述べたという。

イルゼが紹介している話がもう一つある。リヒャル トは 75歳のときに甥の結婚式に出

席した。「数学などという無味乾燥な学問に私は興味を覚えません」という花嫁に向かっ

て、リヒャル トは微笑んで、「私は九々の表は偉大な詩だと思っているよJと 言ったとい

う。 (こ れが実はイルゼの両親の結婚式であった。)

ちなみに、彼は親族とのつきあいでちょっとした詩を書くのを常としていたようである。

フロベニウスヘの手紙にて書き送った詩を、イルゼは「リヒャル ト・デデキントの詩の才

能が現れたもの」と評している。

9『
生涯 (1)』 において、母方祖父を帝国郵便局長としたが、これは誤りであった。帝国郵便局長であった

のは、母の祖父である。お詫びし、訂正します。
1° プラウンシュヴァイクはゲッティンゲンのおよそ北北東 100キロほど、ハルツプルクは両地の中点か ら

およそ東南東 25キ ロほどのところにある。
1lWヴェーバーもグリムも、ゲッティングン七教授事件の当事者であることは興味深い。



2.2 デデキ ン トと政治

リヒャル ト・デデキントの政治への関わりについて、イルゼは若千のことを述べている。

それによると、彼は時代を追って強まる軍国主義に懸念を示していたという。イルゼが聞

いた話、ヤコプ1ヘ ンレに送った書簡などからそのことが窺えるという。

イルゼは次のようなエピソー ドを紹介している。リヒャル トの兄アドルフは、1848年 にゲ

ッティンゲン大学に入学した際、プラウンシュヴァイク出身者から成る学生同盟 “Bruns宙 ga"

を結成した。122年後にリヒャル トもそれに加入した。しかし、1902年、「根本的な見解

の相違」を理由に、兄弟はともにこの会から脱退したという。会が軍国主義的な傾向を帯

びてきたことに抗議してのものであろう。

1914年、第一次世界大戦開戦のおり、当該戦争を賛美する知識人たちによる宣言が出さ

れたが、デデキントはこれへの署名を拒否したという。2年後にデデキントが亡くなった

ときには、戦争の最中であるにもかかわらず、フランスのアカデミーより感謝の気持ちと

限りのない哀悼の意が示されたのであった。

3 デデキントと音楽

3.1 デデキントと音楽

デデキントと音楽の関係は、デュガック(1976)に 所収の資料から知ることができるが、

1981年出版の 171(イ ルゼの小文、家族への手紙)ではさらに詳しいことを知ることがで

きる。

イルゼによれば、音楽はデデキントの第二の専門分野といってよいものであり、チェロ、

そしてピアノの力量は玄人の水準に匹敵したという。 (地域の音楽会で、歌由などの伴奏

を務めることもあったようである。)特に好んだのはベー トーベン、シューベル ト、モー

ツァル ト、ハイ ドン、バッハであったという。

もともと幼少時から家庭で音楽に親しんでいたらしい。ゲッティングンから姉にあてた

手紙にも音楽の話題がたびたび登場し、姉弟がともに音楽によく通じていることを示して

いる。

ゲッティンゲンでは音楽の才能をさらに伸ばすことができた。ディリクレの妻レベッカは

ロマン派前期を代表する音楽家、メンデルスゾーンの妹であった。またこの時代にブラー

ムス、クララ・シューマン、ヨアヒムなどとも会っているらしい。

後年 (1890年 )知人にあてた手紙では、「チューリッヒでは、自分のほかにチェロを弾く

人間がいたので、自分はもっぱらピアノのパー トを担当していた」と述べている。 (14])

p158)ま た、1860年ヤコプ・ヘンレの夫人にあてた手紙では、現在ガウスやディリクレ

の著作の編集作業をしていることを述べたあと、「バッハのプレリュー ドとフーガを弾く

ことが、よい気分転換になるのです。Jと語つている。

イルゼはデデキントの生涯の友人 Hans zinよe(SOmmer)(18371922)の ことを紹介し

ている。彼はコレギウム・カロリヌムでのデデキントの後輩にあたり、ゲッティンゲンに

121848年に学生同盟が結成されたというのは、一見奇妙なことに思える。19世紀前半に祖国の統一を願っ
て ドイツで盛んに結成された学生同盟は、次第に急進的な様相を帯び、1848年 に禁止されたからである。お
そらくアドルフの創設した会はごく小さなもので、穏健な性格を帯びたものであったのだろう。



おいては 「ドイツで初めてのガロア理論の講義」を聴いた 4人のうちのひとりであった。

後 1859年にブラウンシュヴァイクTHに赴任 し、デデキン トの同僚となったが、1884年

に早期退職をして音楽家 とな り、多 くの歌曲を残 した。

Hans Zinckeに よれば、デデキントはベートーベンやシューベルトの交響曲や室内楽を

自在にピアノで弾きこなしたという。

イルゼはデデキントの作曲について何も述べていないが、DSB plに はデデキントが作

曲もしたという記述がある。兄のア ドルフの台本による室内オベラを作ったそうである。

(室内オペラというのは楽器編成が室内楽レベルという意味であろう。また、兄にも詩作

の心得があることが窺える。)

イルゼによると、デデキントは当時興 り始めていた新しい音楽 (ワ ーグナーなど)か ら

は、距離をおいていたようである。

3.2 著者 による私見

以下に述べることは、著者の全く私的な意見である (音楽史の文献などを真面目に参照

していない)こ とをお断りしておく。 (特に後半部分はすこぶるあやしくなることをお断

りしておく。)

3.2.1 ロマン派 (プラームス)

メンデルスゾーン (Fel破 Mendelssohn,18091847)と ディリクレが縁戚であることを

述べたが、両者には似通つたところがあるように思える。ディリクレはすぐれた指導者で

あつたが、メンデルスゾーンにもそうしたところがあつたらしい。楽団の指導にすぐれ、

現在の「指揮者」のあり方の基礎を確立したといわれている。 (指揮棒の導入は、メンデ

ルスゾーンによるものだそうである。)

メンデルスゾーンと同世代のシューマン (Robert Schumann,181卜 1856)は内気で、存

命中はむしろ評論家として知られていた。メンデルスゾーンに楽団の指導を託されたがう

まくいかず、そうしたことなどが重なって、晩年には心身の不調におちいったとも言われ

ている。これは講義が得意でなかったリーマンの姿に重なるような気がする。 (も っとも、

シューマンは現在も作山の力量が未熟だといわれることがあり、この点はリーマンと全く

違うが。)

シューマンがその才能を認めたプラームス (」ohannes Brabms,18331897)が 、デデキ

ントと実際に出会っているのは大変興味深いが、両者がまた少し似通っているように思

える。

ブラームスは推敲を丁寧に行う習慣だったらしい。交響曲第一番は 20代のときに着手

されたが、発表は 40代であった。(こ のあたりはデデキントの代数的整数論の事情によく

似ている。)また、彼は古典主義といわれ、古典を徹底的に研究することにより自分の創

作を行ったとされるが、同時にまたシェーンベルクに影響を与えたとも評される。また、

管弦楽法の分野では、後の世代に受け継がれる基礎を作ったといわれる。

(も っとも、プラームスは音楽界の中心で認められたいという野心もあったので、その

あたりがデデキントと少し違うといえるだろう。)



3.2.2 デデキントの音楽と数学

科学者が音楽をたしなむということはしばしば話題になることである。たとえば、アイ

ンシュタインやハイゼンベルクが楽器を弾いたとか、近いところではカントルがヴァイオ

リンを弾いたなどということが知られているようだ。こうした中で、デデキントの場合は

音楽と数学の結びつきがいっそう深いものに思える。

デデキントは自ら楽器を弾くだけでなく、伴奏ピアニス トでもあり、作曲もした。合奏

ではチェロの (バスの)パー トを受け持っていた。旋律だけでなく、和声やバスのパー ト

を担っていたわけである。旋律、和声、バス旋律、この三つの要素に同時に神経を行き届

かせることと、「編集に没頭することを通して、数学の基礎を築く」というのは、どこか

似通っていないだろうか。「その上に様々な数学の理論や結果を奏でるためのバス旋律と

して、集合論を考えたJと はいえないだろうか。型を獲得することが、即その先の自由に

つながるような、そんな知的活動が常に念頭におかれていたのではないだろうか。

素人が作曲するときに最も注意することは、最初のテーマに含まれる諸要素を一貫して

保つことであり、この「一貫性の保持」というものが、すべての数学の根底に横たわる基

礎を追求するにあたり、大いに役立ったとはいえないだろうか。あるいは対称性に対する

鋭い感覚が磨かれることが、構造を見出し的確に記述する才能につながったのではなかろ

うか。

デデキントは 1854年 に就職講演 131で
「概念の創造Jを主張し、一生かけてそれを貫い

た。このことと音楽へのかかわ りがが全く無関係だとは、筆者にはどうしても思えない。

単なる「良い気分転換」以上のものがここに存在した、と思えてならないのである。

おわりに

デデキントの生涯にについてもう少し色々知られてもいいのではないかと思い、今回資

料を改めて読んでみたが、(予想通りというか予想以上というか)ド イツ語 (特に19世紀

のそれ)が難しくて難儀をしてしまった。結局きちんと読むことがかなわなかった資料が

まだ多くある。現在、見落としや誤りがあることをおそれているが、必要に応じて修正、

補足をするようにしていきたい。13

参考文献

K.R.Biermann, "Richard Dedekind im Urteil der Berliner Akademie" , Fortschungen

und Fortschritte 40, S.301 302. (1966)

Kurt-R. Biermann, "Richard Dedekind", Dictionary ol Scientifc Bibliography
(Scribner, 1981).

R.Dedekind, "Uber die Einfiihrung neuer Funktiouen in der Mathematrk", Gesam-
melte mathematische Werke III, pp.428-438. (1854).

13と りあえず、こちらhttp:〃www7b bigiobe nelp/～ erkyll1/にホームベージを開設したので、ここで誤
りを修正するようにしたい。

121

131



141 Pierre Dugr,Ricλ
`イ

Dede鷹,`θι lc3」o,ごenentt de3 matλ ι
"α

ιj“ eθ (Vrin,1976)

151W.晦 ,D“ St・ldj●n der Mα ttem●晨 a■ &nれ ftcen伽 :υerat"ten 3eJι ■ara“

deg raJalr■tl“&rra(■ ubner,1916).

FI R.■icke,E.Noether und O.Ore(hrsg.), Cし,α7“rerte M。続emαttci¢ ″θtte,I III

(VieWeg,19311 1932 i ChL、 1969).

Iη WoSCharlau(h喝 。),RICh`だ Dグ●轟nd f∂θl-1"I(Vieweg,1981)

181W.Sallarlau(brSg。), M・読em● 333Cλ
` fFa“

ttlι

` 
れ ,ettttc″ o■d 」

“

ιゴ%J
(■iedr.vb型疵Sohn,1990).

191赤堀庸子,『デデキントの生涯 (1)』 第 26回数学史シンポジウム (2015)(津田塾大学

数学・計算機科学研究所報 37,"16)pp.10卜 114.

10


